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第

一
八
章
　
一
一
つ
の
問
題
意
識

世
界
史
の
大
き
な
渦
の
現
場
に
立
ち
会

っ
て

一
九
八
九
年

一
一
月
九
日
の

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
」
後
僅
か

一
年
足
ら
ず
の
翌
年

一
〇
月
二
日
に
両

ド

イ

ツ
の
統
合
が
実
現
。
旧
ソ
連

・
東
欧
体
制
の
崩
壊
は
、
誰
も
が
予
想
し
な
か

っ
た
早
さ
で
進
ん
だ
。

壁
崩
壊
か
ら
三
ヵ
月
後
の
九
〇
年
二
月
五
日
、
本
家
本
元
の
ソ
連
で
、
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
が

一
党

独
裁
の
放
棄
を
決
定
。
そ
の
直
前
の

一
月
中
旬
、
故
安
倍
晋
太
郎
元
幹
事
長
を
団
長
と
す
る
自
由
民
主
党
初

の
公
式
訪

ソ
使
節
団
に
随
行
し
た
私
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
ド
ミ
ト

ロ
バ
通
り
二
四
番
地

に
あ

っ
た
ソ
連
共
産
党

の
超
豪
華
迎
賓
館
、
オ
ク
チ
ャ
ブ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
、
日
本

の
役
人
と
し
て
は
お
そ
ら
く
初
め
て
泊
ま
る
と

い

う
得
難
い
経
験
を
し
た
。
外
務
省
以
外
の
役
人
と
し
て
は
初
め
て
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
書
記
長
と
握
手
を
す
る
と

い
う
光
栄

（当
時
の
武
藤
駐

ソ
大
使
の
言
）
に
も
浴
し
た
。
「
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
の
右
手

は
柔
ら
か
か

っ
た
」

こ
れ
が
、
当
時

の
私
の
帰
国
報
告
の
イ
ン
ト
ロ
で
あ

つ
た
Ｏ

ゴ
書
記
長
や
、
ヤ
コ
ブ

レ
フ
政
治
局
員
は
、
御

一
行
に
対
し
、
熱

っ
ぽ
い
口
調
で
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
に
か

け
る
決
意
を
語

っ
て
い
た
。
随
行
の
日
程
の
合
間
を
縫

っ
て
、
私
自
身
の
レ
ベ
ル
で
会
見
し
た
当
時

の
ソ
連

財
務
省
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
第
二
次
官
は
、
見
る
か
ら
に
優

秀
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
で
、
当
面
の
価
格
改
革
や
税
制

の
確
立
な
ど
の
計
画
に
つ
い
て
、
明
快
な
論
理
で
説
明
、

日
本

の
財
政
投
融
資
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
知
識
を
持

っ

た
上

で
、
さ
ら
に
こ
れ
に
学
び
た
い
と
の
希
望
も
表
明

し
た
。

し
か
し
、　
一
旦
堰
を
切

っ
た
世
界
史
の
流
れ
は
、
愈
々

そ
の
速
度
と
水
量
を
増
し
て
、
こ
れ
ら
の
登
場
人
物
と

そ
の
苦
心
の
産
物
を
次
々
と
大
き
な
渦
に
呑
み
込
ん
で

押
し
流
し
て
い

っ
た
。

九

一
年
四
月

一
五
日
、
ロ
ン
ド
ン
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

・

ハ
ウ
ス
の
三
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
復
興
開

発
銀
行

（
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
）
創
立
総
会
初
日
の
首
脳

レ
ベ
ル

会
議
に
は
、
旧
東
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
首
脳
が
綺
羅
星

の
如
く
顔
を
揃
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
統

一
を
祝
福
、
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
万
々
歳
を
熱
狂
的
に
謳
い
上
げ
た
。
そ
の
熱
気
は
、
こ
の
歴
史
的
瞬
間
に
、
各
国
限
ら
れ
た
賠
席
者
　
″

の

一
人
と
し
て
参
加
で
き
た
幸
運
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
か
み
し
め
さ
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
同
銀
行
創
立

に
大
西
洋
の
対
岸

で
貢
献
し
た
米
国
の
影
が
薄
く
な
る
程

で
も
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
席

で
ソ
連
を
代
表
し
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
パ
ブ

ロ
フ
首
相
も
、
僅
か
四
カ
月
後

の
九

一
年

八
月
、
ク
ー
デ
タ
ー
失
敗
で
囚
わ
れ
の
身
と
な

っ
て
し
ま
い
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
大
統
領
自
身
、
ク
ー
デ
タ
ー

を
き

っ
か
け
に
力
を
失
い
、
遂
に
は
、
九

一
年

一
二
月
二

一
日
、
ソ
連
邦
自
体
の
消
滅

へ
と

つ
な
が

っ
て
い
っ

た
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
。

市
場
経
済
化
支
援
の
枠
組
み

ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
、
旧
東
欧
諸
国
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
が
主
導
す
る
Ｇ
二

四
諸
国
に
よ
る
支
援
の
枠
組
み
が
出
来
て
い
っ
た
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
種
々
問
題
無
し
と
は
し
な

か

っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
規
模
か
ら
見
て
、
世
界
経
済
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な
も

の
に
な
る
心

配
は
無
か

っ
た
。
尤
も
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
的
債
務
削
減
問
題

の
よ
う
に
質
的
に
波
及

・
影
響
す
る
と

こ
ろ
の

大
き
い
問
題
は
あ

っ
た
が
。

こ
れ
に
対
し
、
は
る
か
に
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
、
質
的

に
も
問
題
の
大
き
い
旧
ソ
連
に
対
す
る
支
援

に

つ
い
て
は
、
九
〇
年
七
月
の
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン

・
サ
ミ

ッ
ト
で
先
進
主
要
国
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
ず
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
銀
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
等
四
機
関
に
調
査
を
要
請
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
同
年

一
二
月

に
発
表

て
二
三
．

四
機
関
に
よ
る
調
査
結
果
は
、
ソ
連
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
、

「計
画
経
済

シ
ス
テ
ム
は
崩
壊
し
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
は
未
確
立

一

「漸
進
的
改
革
よ
り
は
、
む
し
ろ
急
進
的
改
革
が
有
効
」

と
し
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
支
援
の
基
本
と
し
て
は
、

「当
面
の
支
援
は
技
術
援
助
と
人
道
援
助
に
限
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勧

「大
規
模
で
包
括
的
な
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
、
本
格
的
金
融
支
　
れ

援
は
無
意
味

・
無
価
値
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・の

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・タ

し
か
し
、
そ
の
後
、
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
の
設
立
か
ら
活
動
開
始
、
累
次
に
及
ぶ
旧
ソ
連
や
ロ
シ
ア
共
和
国
の
債
務
　
，．コ

救
済
交
渉
、
九
二
年

一
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
対
Ｃ
Ｉ
Ｓ
支
援
調
整
国
際
会
議
な
ど
の
動
き
と
、
旧

ソ
連

　ヽ
　
ネ

ロ
シ
ア
自
体
の
情
勢
変
化
の
中

で
、
国
際
的
な

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か

で
　
喘

無
く
な

っ
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第



ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
の
た
し
な
み

こ
の
間
、
大
蔵
省
で
国
際
金
融
局
の
経
済
協
力
担
当
審
議
官
な
ど
と
し
て
、
こ
の
問
題

に
か
か
わ
り
合
い
、

欧
米

の
カ
ウ
ン
タ
ー

・
パ
ー
ト
と
交
渉
を
重
ね
た
り
、
幾
多
の
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会

っ
た
り
し
て
い
る
内

に
、
二

つ
の
問
題
意
識
が
芽
生
え
て
き
た
。

第

一
は
、
「
旧
ソ
連
の
経
済
体
制
崩
壊
と
そ
の
再
建
と
い
う
こ
と
が
世
界
経
済
全
体

に
及
ぼ
す

マ
ク

ロ
の

影
響
の
量
的

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
、
端
的
に
言
え
ば
、
旧
ソ
連

の
市
場
経
済
化
移
行
の
た
め
の
所
要
資
金

の

マ

グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
と
い
う
も
の
は
我
々
の
想
像
を
絶
す
る
巨
額
の
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
何
と
か
、

そ
の
桁

（
オ
ー
ダ
ー
）
だ
け
で
も
掴
ん
で
み
た
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、

第
二
は
、
「我
々
日
本
人
は
、
旧
ソ
連

ｏ
東
欧
体
制
の
崩
壊
を
、
歴
史
的
、
経
済
的
事
象
と
し
て
、
客
観

的
か

つ
冷
静
に
見
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
受
け
止
め
方
は
若
干
異
な
る
の
で
は
な

い
か
。
何
か
我
々
の
理
解
を
超
え
た
、
感
覚
的
、
感
情
的
な
も
の
が
根
底
に
あ
る
の
で
は
無

い
か
。
何
と
か
、

そ
の
感
情
を
直
接
探

っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

以
下
こ
の
二

つ
の
問
題
意
識

に
つ
い
て
私
な
り
に
得
た
答
え
を
ご
紹
介
し
た
い
。
誤
解

の
無
い
よ
う
に
お

断
わ
り
し
て
お
く
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
対

ロ
シ
ア
支
援
の
是
非
や
、
支
援
す
る
と
し
た
場
合
の
あ
り
方
な
ど

を
論
ず

る

つ
も

り
は
毛
頭
無

い
。

そ
れ
ら
は
そ
れ
と
し

て
■

日

つ
観

点

か
ら
論
ぜ
ら
れ
る

べ
き

ｔ
〓

て

あ

る

。

た

だ

、

一
人

の

ス

ゴ

シ

ニ

タ
ー
と
し
て
、
欧
米
、
特
に
西
〓〓

ロ

ッ
パ

の

カ

ウ

ン

タ

ー

・
パ

ー

ト

と
、
今
後
こ
の
問
題
を
巡

っ
て
各
　
“

種
交
渉
を
重
ね
て
い
く
上

で
、
こ
　
れ

の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
ヽ
　

・の

自
分
な
り
の
答
え
を
頭
の
ど
こ
か
　

一タ■

片
隅
に
お
い
て
お
レ
ド
階
ド
が
、
ネ
　
ル

ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
の
た
し
な
み
と
し
　
ネ

て
必
要
で
は
無
い
か
。
こ
う
考
え
　
喘

た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
第

◎
1989年

10月 18日

11月 9日

12月 25日

1990年

2月 5日

3月 15日

3～ 5月

7月 1日

7月 9～ 11日

10月 3日

12月 21日

1991年

4月 15～ 17日

6月 12日

8月 19日

10月 18日

12月 21日

旧ソ連・東欧体制崩壊主要年表 ◎

東独ホーネッカー議長退陣

「ベルリンの壁」崩壊

ルーマニア、チャウシェスク夫妻処刑

ソ連共産党中央委総会で一党独裁放棄

大統領制導入を決定

初代ソ連大統領にゴルバチョフ議長を選出

バル ト3国次々と独立宣言

両独通貨統合スタート

ヒューストン・サミット (IMF等 4機関に対
しソ連経済調査を要請)

両独統一

IMF等 4機関のレポート発表

欧州復興開発銀行(EBRD)創立総会 (ロ ンドン)
ロシア共和国大統領にエリツィン議長選出

ソ連保守派クーデター勃発、失敗

ロシア等 8共和国、経済共同体条約に調印

独立国家共同体 (CIS)設立、ソ連邦消滅

′δ6



第

一
九
章
　
　
所
要
資
金
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

世
界
の
経
済
水
準
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
経
済
協
力
の
現
実

良
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
世
界
の
人
口
と
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
、
次

ペ
ー

ジ
の
第
５
表
を
眺
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
世
界
の
人
口
の
僅
か

一
六

・
一
％
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

（先
進
国
）

が
、
実
に
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
七
六

・
二
％
を
享
受
し
て
い
る
の
に
対
し
、
人
口
で
五
四

・
九
％
を
占
め
る
低
所
得
国

は
、
全
体

で
世
界
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
僅
か
四

・
九
％
し
か
占
め
て
お
ら
ず
、
両
グ
ル
ー
プ
の
間
に
は
、
平
均

で
実

に

五
〇
倍
以
上

（
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
の
上
と
下
で
比
較
す
れ
ば
二
〇
〇
倍
を
超
す
）
の
格
差
が
あ
る
。

一
方
、
先
進
国

（
Ｄ
Ａ
Ｃ
二

一
カ
国
）
か
ら
発
展
途
上
国

へ
の
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
総
額

は
、　
一
九
九
二

年

で
六

一
八
億
ド
ル
、
援
助
す
る
側
の
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
合
計

の
○

・
三
％
に
過
ぎ
な
い
。
輸
出
信
用
、
民
間
資
金

な
ど
も
含
め
た
広
義
の
資
金

フ
ロ
ー
全
体
で
み
て
も
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

一
％
未
満
（特
に
民
間
資
金
が
大
き
く
変
動

す
る
の
で
、
年
に
よ

っ
て
変
動
は
あ
る
が
、
近
年
で
は
大
体
Ｏ

ｏ
五
～
〇

・
六
％
位
）
に
と
ど
ま
る

（
因
み

に
日
本
の
場
合
は

一
九
九

一
年

で
〇

・
七
％
）
。
つ
ま
り
、
経
済
協
力
と
い
う
の
は
、

そ
の
程
度

の
相
対
的
な

規
模

で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
る
。
（
一
六
〇
ペ
ー
ジ
と

一
六

一
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

濃

い
淋
　
障
判
０
ド
ロ
館
Ｏ
Ｚ
筍゛
○
蒔
Э
面
ヽ
醐

〇
国
〇
∪
畔
回

訓
ヨ
聯
回

・
洲
爵

■
ヨ
聯
回

粛
ヨ
聯
園

＞
ロ

な

い
∞
融
ト

Ｏ
Ｚ

”

浴

Ｎ

こ

写

）
ヾ

〇
門
０
∪
畔
回

Ｐ
い
。
∞
）肉ァ）マ
（
ヽ
い
。
Ｎ
Ｎ
）

（簾３
碑潔
節
、↓ゴΦ
一ｏ■
Ｑ
∞彗
庁
＞
〓
”∽
ヽ

⌒鮮）一ヨ牟回
・膵ヨ載回一鴻灘　　一ヨ載日
‐‐
一ン賑計）ＯＺ”畿〇一Φご津卜い・一０いぎ）「０回　　藤ヨお園
―
一ン畔計
〕のＺ「畿０一ｏギ）「一回

卜・Φ凄一）

⌒〓
・
長
）

∞
・い詢＞

課
）

曽

0■ 】ト

卜・∞燕ン

⌒　Φ・一一凍）

『・∞議ぎ
　
⌒∞い。〇ヤ一） い０・一薇＞　（い卜・Φ凄一）

〇・『蚤ぎ
　
（　∞・い凄一）
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旧
ソ
連
体
制
崩
壊
の
持

つ
世
界
経
済
的
意
味

と
こ
ろ
で
、
前

ペ
ー
ジ
第
５
表

で
も
う

一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
口
で
七

・
七
％
を

占
め
る

「
旧
ソ
連

・
東
欧
」
が
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で

一

〇
％
と
、
全
世
界

の
平
均
水
準
を
三
割
位

上
廻
る
経
済
水
準

（
一
応
、
先
進
工
業
国
水

準
と
い
え
る
）
を
維
持
し
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

そ
の
経
済
体
制
が
、
所
詮
永
持
ち
し
な

い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
資
源
利
用
の
不
効

率
や
、
環
境
破
壊
な
ど

の
問
題
も
内
包

し

て
い
た
こ
と
は
、
今

に
な

っ
て
実
証

さ
れ

て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
と

も
か
く
そ
れ
ま

で
の
数
卜
年
間
は
、

こ
れ

だ
け
の
人
口
が
、
独
自
の
経
済
体
制
で
、
圏

外
か
ら
の
資
金
援
助
を
受
け
る
こ
と
な
く

Ａ

比

Ｄ

Ｄ

．

Ｄ

ＩＦ

α

、

助

Ｇ

援

議
麟
難
府政の国カＡＣＤ国諸進先

（逆
に
、
多
少
な
り
と
も
、
圏
外

に
援
助
も
し
な
が
ら
）
、
自
前

で

こ
れ
だ
け
の
経
済
水
準
を
維
持
し
て
き
た
し
、
今
も
、　
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
は
い
え
、
引
き
続
き
先
進
工
業
国
水
準
の
生
活
を
享
受
し

て
い
る
。
し
か
し
、
も
は
や
老
朽
化
し
て
い
く
資
本
を
更
新
し

て

再
生
産
を
確
保
す
る
と

い
う
経
済

の
仕
組
み
が
失
な
わ
れ
、
過

去
の
遺
産
を
喰
い
つ
ぶ
し
な
が
ら
惰
性

で
廻

っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
パ
イ
プ

・
ラ
イ
ン
の
損
傷
に
よ
る
原
油
の
流
出
防
止
も
、

放
射
性
廃
棄
物
の
ま
と
も
な
処
理
も

で
き
な

い
情
勢

で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
事
態
は
更

に
悪
化
し
、
新
た
な
巨
大
な
投
資
が

行
な
わ
れ
な
い
限
リ

ロ
シ
ア
経
済
は
壊
滅
す
る
。
し
か
し
現
在

の
ロ
シ
ア
経
済
に
自
前

で
そ
の
よ
う
な
巨
額

の
投
資
を
す
る
力

は
無
い
。
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
再
建
が
軌
道

に
乗

る
ま

で

の
当
分
の
間
、
圏
外
か
ら
の
巨
額
な
投
資
資
金

に
依
存
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
旦
先
進
工
業
国
並
み
の
生
活
水
準
を
享
受
し
て
き
た
四
億
人
の
人
口
が
、
今
更
低
所
得
発
展
途
上
国
並
　
謝

先進諸国 (DCA21カ 国)から開発途上国への

資金フローの総額、内訳とGNP比 (億 ドル)

(出所)DAC議長報告等、ネットベース

第 6話 ネゴシエーターのたしなみ

1992年 1993年

億ルド GNP比% 億ルド GNP比 %

21 カ 国

う ち 日 本

米   国
フ ラ ン ス

ド  イ  ツ
イ タ リ ア

英    国
オ ラ ン ダ

カ ナ ダ
スウェーデン

デ ンマー ク

618.2

111.5

108.2

82.7

75.8

41.2

32.4

27.5

25.2

24.6

13.9

0.33

0.30

0.18

0.63

0.39

0.31

0.31

0.86

0.46

1.03

1.03

547.9

112.6

90.1

79.0

68.5

29.1

28.9

25.2

21.4

17.5

13.3

0.29

0.26

0.14

0.63

0.36

0.30

0.31

0.81

0.40

0.97

1.03

1988年 1989年 1990年

政府開発援助(ODA)

その他公的資金(輸出信用等)

民間資金(コマーシャルベース)

NGO贈 与 な ど

470.3

47.6

278.7

42.3

457.4

57.8

288.1

40.4

544.9

89.4

13.9

50.8

合計資金フロー総額 838.9

そ の GNP比 (%) 0.63 0.60    0.42

(出所)OECD/DAC資 料 中。東欧向けを含まず。(ネ ット・ディスバースメントベース)

843.7   699.0



み
の

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
数
百
ド
ル
の
生
活
に
逆
戻
り
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
と
な
る
と
、
世
界

の
Ｇ
Ｎ
　
″

Ｐ
の

一
〇
％
に
も
及
ぶ
大
き
な
経
済
を
、
根
底
か
ら
再
建
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら

く
、
現
在
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
に
流
れ
て
い
る
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

一
％
足
ら
ず
の
資
金

フ
ロ
ー
に
比
し

て
桁

違

い
に
大
き
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
そ
の
規
模
を
ど
う
や

っ
て
測
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
手
が
か
り
が
無
け
れ

ば
雲
を
掴
む
よ
う
な
難
し
い
問
題

で
あ
る
。
し
か
し
、
手
が
か
り
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
東
独
の
例
で
あ
る
。

東
独
の
こ
と
は
か
な
り
判

っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
東
独
と
旧
ソ
連
と
で
は
、
人
口
も
面
積
も
桁
違

い
で
あ

る
し
、
言
語

・
民
族
の
構
成
な
ど
、
地
理
的
歴
史
的
諸
条
件
が
著
し
く
異
な
り
は
す
る
。
し
か
し
、
と
も
か

く
東
西
両
ド
イ
ツ
統
合

に
伴
う
所
要
資
金
の
規
模
と
内
容
、
い
い
か
え
れ
ば
、
旧
東
独
地
域
を
吸
収
、
市
場

経
済
化
す
る
た
め
の
旧
西
独
の
資
金
負
担
を
調
査
分
析
し
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
、
旧
東
独
と
旧

ソ
連

の
質
量
両
面
の
違

い
を
念
頭
に
置
け
ば
、
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ず
程
度
の
お
お
よ
そ
の
見
当

は

つ

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
て
試
み
た
の
が
以
下

の
極
め
て
大
胆
な
推
計

で
あ
る
。

東
独
の
例
か
ら
の
推
計

（大
胆
な
試
算
二

・
六
～
八

・
五
兆
ド
ル
）

イ
　
旧
東
独
地
域

の
市
場
経
済
化
の
た
め
の
要
投
資
額

（
一
九
九

一
年
時
点

で
の
調
査
）

①
　
旧
国
営
企
業
民
営
化
に
要
す
る
資
金

約
八
、
○
○
○
あ

っ
た
旧
東
独
国
営
企
業
を
民
営
化
す
る
た
め
設
立
さ
れ
て
い
る
ド
イ

ツ
信
託
公
社

（
ト

ロ
イ

ハ
ン
ト

・
ア

ン
シ

ュ
タ

ＤＭ
　

ル
ト
）

が
民
営

化
完

了

・
解

‥億
　
散
時

に
連

邦

政
府

に
承
継

す

立判
　
る
最
終
債
務
残
高

（
い
わ
ば

一
種

の
隠
れ
国
債
残
高
）

の

見
込
み
が

一
、　
一
五
〇
億
Ｄ

Ｍ
で
あ
る
。

②
　
イ

ン
フ
ラ
整
備

の
た

め
の
要
投
資
額

（
一
九
九
〇

～
九
四
年
）

市
場
経
済
移
行
の
為
に
は
、

立
ち
遅
れ
た
イ

ン
フ
ラ
の
整

備
が
不
可
欠

で
あ
る
。
旧
東

トロイハント・ アンシュタル トの借入計画

(1991年現在)

トロイハント・アンシュタル ト

の概念図

―― 金 の 流 れ

― 企業
の流れ

所要資金借入

約8,000  移
の旧東独_二証
国営企業

民営化可

能な形に

分割 して

売却

売却収入

最終債務

残高を承継 |

保証

連邦政府

・売却までの間運営

(赤字累積)
・売却のための諸整備

(投資)

・過剰人員の退職

(退職金支払)

・その他民営化のた
めの広汎な負担

市

場

90年 91年 92年 93年 94年

純増

残高

+43

43

+208

251

+300

550

+300

850

+300

1,150
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独
五
州
の
社
会
資
本
整
備
、
環
境
対
策
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う

「
ド
イ

ッ

統

一
基
金
」
（連
邦
政
府
の
拠
出
と
統

一
基
金
債

の
発
行

に
よ
り
財
源
措
置
。
統

一
基
金
債
の
元
利
は
、
将
来
、
連
邦
と
各
州
の
予
算
で
負
担
）
の
投
資
規
模
は
偶
々

同
額

の

一
、　
一
五
〇
億
Ｄ
Ｍ
と
な

っ
て
い
る
。

③
　
合
計
二
、
三
〇
〇
億
Ｄ
Ｍ
と
な
る
。

（注
）
こ
の
他
に
、
統

一
ド
イ
ツ
の
連
邦
予
算
総
額
の
四
分

の

一
が
旧
東
独
地

域
関
連
経
費
に
充

て
ら
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
旧
西
独

に
と

っ
て
は
、
か

つ
て
の
予
算
規
模

の
三
分
の

一
を
毎
年
度
追
加
的
に
東
独
向
け
経
費
と
し
て
負
担

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
旧
西
独
経
済
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
同

一
国
家
と
な

っ
た
が
故
の
社
会
政
策
的
負
担
で
あ
り
、

必
ず
し
も
市
場
経
済
化
に
よ
る
経
済
再
建
の
た
め
の
所
要
資
金
と
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
事
情
の
異
な
る
旧
ソ
連
の
市
場
経
済
化
所
要
資
金
の
推
計
上

は
全

く
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
の
意
味

で
も
推
計
は
控
え
目
で
あ
る
。

口
　
旧
ソ
連
と
旧
東
独
の
質
的

・
量
的
差
異
比
較

①
　
量
的
比
較
を
す
る
と
旧
ソ
連
は
人
口
で

一
七
倍
、
面
積

で
二
〇
四
倍
に
な

っ
て
い
る
。

旧
東
独
　
　
　
　
旧
ソ
連
　
　
　

倍
率

人
　
口

（百
万
人
）
　

　

　

一
七
　
　
　
　
　
二
八
九
　
　
　
一
七
倍

面
　
積

（万
　
耐
）
　

　

　

一
一　
　
　
二
、
二
四
〇
　
　
二
〇
四
倍

②
質
的
比
較
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
旧
ソ
連
の
方
が
楽
だ
と
い
う
人
に
は

一
人
も
お
目
に
か
か
ら
な

か

っ
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
政
府

の
さ
る
高
官
は
、
「
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
我

々
は
経
験
豊
富
だ
か
ら
良
く
判

る
が
、
ソ
連
と
比

べ
れ
ば
、
東
独

の
方
が

一
〇
倍
も
楽
だ
」
と
語

っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
国
民
営
化
　
勧

後
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
ソ
連
に
は
無
い
が
、
東
独
に
は
西
か
ら
入
り
や
す
い
。
問
国
営
企
業
時
代

の
企
業
　
札

の
構
造
が
、
ソ
連
の
企
業

の
方
が
遥
か
に
巨
大
か

つ
複
合
的

で
、
こ
れ
を
経
済
的
に
意
味

の
あ
る
単
位

・
部

　

・の

門
に
分
割
し
、
か

つ
有
機
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
こ
と
は
至
難
の
ワ
ザ
。
東
独
も
楽

で
は
な
い
が
、

は
　

一タ

る
か
に
マ
シ
。
と
の
二

つ
を
挙
げ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

ハ
　
大
胆
な
試
算
　
一
丁

六
～
八

・
五
兆
ド
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

質
的
差
異
は
計
数
化
し
よ
う
が
無
い
の
で
捨
象
し
て
、
単
純
に
量
的
比
較
だ
け
で
試
算

（結
果
と
し

て
控
　
喘

え
目
の
試
算
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
し
て
も
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

・
単
純
に
人
口
比
で
伸
ば
し
た
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筋

ドイツ統一基金資金計画 (1991年現在)

(単位 :億 DM)

」6イ

90年 91年 92年 93年 94年 合計

連邦予算節約

債 券 調 達

20

200

40

310

40

240

50

150

50

50

200

950

計 220 350 280 200 100 1,150



Ｉ

〓
燕
∪
〓

・―。
Ｆ
一
∪
〓
＼

で
ヾ
＝

Ｆ
〓
一
ｍ

で
マ

Ｆ
〓
ｏ
菰

τご
ヾ
×
ト
ロ
詳

（
〓
辞
）
＝

〓
Ｌ
〓
燕

π
マヽ

・
公
共
事
業
費
配
分
の
指
標
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
人
口
比
と
面
積
比
の
幾
何
平
均
を
使

っ
て
伸
ば

す
とＦ〓
一ｍ
で
マ
×
人
冽
引
目
「
副
訓
明
日
（ヽ
到
・
ヽ
ョ
Ｊ
＝
〓
Ｌ
〓
燕
ァ′、マ

質
的
差
異
を
捨
象
し
て
控
え
目
に
推
計
し
て
も
、
旧
ソ
連
市
場
経
済
化
の
所
要
資
金
の
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
は

二

・
六
兆
～
八

・
五
兆
ド
ル
と
い
う
天
文
学
的
な
も
の
と
な
る
。

こ
れ
は
、
第
５
表
の

一
九
九
〇
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

一
五

・
八
兆
ド
ル
の

一
六
％
～
五
四
％
に
あ

た
り
、　
一
％
に
も
満
た
な
い
発
展
途
上
国

へ
の
資
金

フ
ロ
ー
の
現
状
か
ら
見
て
い
か
に
桁
違

い
な
も
の
で
あ
る

か
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
①
こ
れ
が
何
年
間
に
わ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
必
要
と
な

っ
て
い
く
か
、
②

こ
の
内

の

ど
れ
だ
け
が
域
内
の
貯
蓄
で
賄
わ
れ
、
域
外
に
依
存
す
る
の
は
ど
れ
位
の
割
合
か

（と
は
い

っ
て
も
、
経
済

の

現
状
か
ら
見
て
、
域
内
の
貯
蓄
に
多
く
は
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
）
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
界
経
済
全
体
を
脅
か
す
程
の
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

二
　
大
筋
そ
の
通
り

旧
ソ
連
と
い
う
巨
大
経
済
の
再
建
の
話
だ
か
ら
こ
の
位
の
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
で
驚
く
こ
と
は
無

い
、
と
い
う

気
も
す
る
反
面
、
鬼
面
人
を
驚
か
す
も
の
だ
と
の
批
判
も
予
想
さ
れ
た
の
で
、
誰
か
良
く
判

っ
た
人
と
論
議
し

て
み
た
い
と
願

っ
て
い
た
。

偶
々
、
機
会
が
あ

っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
最
も
精
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ド
イ

ツ
金
融
界

の
、
今

は
第

一
線
を
退
か
れ
た
も
の
の
尚
元
気
で
御
活
躍
の
大
立
物
に
お
目
に
か
か

っ
た
折
り
、

こ
の
計
数
感
覚
を
ぶ

つ
け
て
見
た
。
先
方
は
即
座
に
こ
ち
ら
の
問
題
意
識
を
理
解
し
て
、
「
お
前

の
言
う
通
り
、
理
智
的
に
計
算
す

れ
ば
そ
の
位
の
オ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
な
人
は
皆
肌
で
感
じ
て
い
る
。

そ

れ
で
も
、
も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い
。
支
援
は
や
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
だ
か
ら
、
意
識
し
て
そ
う
い
う
計
算
か

ら
目
を
そ
む
け
て
い
る
の
だ
。
お
前
の
計
算
は
大
筋
そ
の
通
り
だ
と
思
う
」
と
賛
成
し
て
頂

い
た
。

こ
れ
が
次

の
問
題
意
識
、
欧
州
人
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
の
問
題
に
か
か
わ

っ
て
く
る
。
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東独ウィッテンベルグ市所在の ピースタ リッツ窒素肥料

工場 (両独全体の窒素肥料の40%を 生産 している。東独時

代には、20,000人 いた従業員を、92年 1月 には3,500人 に減 ら

している)

第
二
〇
章
　
旧
ソ
連
体
制
崩
壊
に
対
す
る
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

人
々
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト

ド
イ
ツ
統

一
は
わ
か
る
が
、
何
故

ソ
連
も
？

東
西
両
ド
イ
ツ
の
人
々
が
、
統

一
の
前
後
、
「
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
」
と
評
さ
れ
た
熱
狂
的
興
奮

に
包
ま
れ

て

い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
敗
戦
に
よ
り
生
木
を
裂
く
が
如
く
分
割
さ
れ
て
い
た
東
西
ド
イ
ツ
が
、
晴
れ

て
元
の

一
つ
の
ド
イ
ツ
に
戻
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
国
民
が
熱
狂
す
る
こ
と
は
、
我
々
日
本
人

に
も
よ

く
理
解

で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
旧
ソ
連
体
制

の
崩
壊

に
対
し
て
も
、
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
府
担
当
官
や
出
身

の
国
際
機

関
職
員
の
言
葉
の
端
々
か
ら
、
似
た
よ
う
な
セ
ン
チ
メ
ン
ト
を
感
ず
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
単

に

「
陸
続
き

で

攻
め
て
こ
ら
れ
る
脅
威
が
消
え
た
喜
び
」
と
い
う
だ
け
で
は
無
い
、
何
か
本
質
的
な
嬉
し
さ
の
感
情
を
。

し
か
し
、
公
的
立
場

に
あ
る
人
々
と
正
面
か
ら
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
立
場
上
そ
の
よ
う
な
本
心

の

吐
露
は
期
待
で
き
な
い
し
、
ま
し
て
や
、
交
渉
相
手
同
士
と
い
う
関
係
で
は
、
ど
こ
ま
で
が
戦
術

で
、
ど

こ

ま
で
が
真
情
か
は
定
め
難
い
。
さ
り
と
て
、
街
を
歩
い
て
い
る
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い

っ
て
も
、
そ
の
普
遍

168
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崩壊 したベルリンの壁 (チ ェック・ ポイント・ チャー リー )

性
に
疑

い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
識
見
と
歴
史
を
見
る
　
例

洞
察
力
が
あ
り
、
か

つ
、
フ
ラ
ン
ク
に
話
の
で
き
る
、

民
間
研
究
所
の
方
々
と
の
突

っ
込
ん
だ
意
見
交
換

の

機
会
を
探
し
求
め
て
き
た
。
九
二
年

一
月
、
遂

に
こ

の
願
い
が
叶
え
ら
れ
た
。
ド
イ

ツ
五
大
研
究
所
の
雄
、

ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
経
済
研
究
所

の
Ｍ
博
士
、　
フ
ラ

ン
ス
で
旧
ソ
連
問
題
と
い
え
ば
屈
指

の
権
威

で
あ
る

仏
国
際
関
係
研
究
所
の
Ｄ
所
長
と
の
対
話
の
以
下

の

く
だ
り
は
、
ま
さ
に
求
め
て
い
た
セ
ン
チ
メ
ン
ト
を

雄
弁

に
物
語

っ
て
く
れ
る
。

ロ
シ
ア
も
我
々
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ

米
澤

「
旧
ソ
連
体
制
崩
壊
が
世
界
経
済

に
持

つ
マ

ク

ロ
的
意
味
は
、
世
界
人
口
の
八
％
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

一

〇
％
を
占
め
、
こ
れ
ま
で
自
立
し
て
い
た
経
済
が
自

立

で
き
な
く
な
り
、
西
側
の
バ
ー
デ
ン
と
な

っ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
は
、
控
え
目

に
見
て
も
現
在
の
世
界
全
体
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
広
義
の
資
金
協
力
の
ふ
た
桁
上
の
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
で
あ
る
」

Ｍ
博
士

「
量
的
に
は
そ
う
か
も
知
れ
ぬ
が
、
重
荷
と
考
え
る
必
要
は
無
い
。
新
た
な

マ
ー
シ
ャ
ル

・
プ
ラ

ン
と
思
え
ば
、
毎
年
、
世
界
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

一
％
か
そ
こ
ら
を
追
加
的
に
負
担
す
れ
ば
済
む
こ
と
だ

（注
　
桁
と

し
て
は
私
の
試
算
と
合

っ
て
い
る
）
。
要
は
支
援
す
る
か
し
な
い
か
、
す
る
と
す
れ
ば
，
ｏ
■
と
い
う
問
題
だ
。
ま

ず
初
め
の
、
『
す
る
か
し
な
い
か
」
と
い
う
間
の
答
え
は
簡
単
。
原
因
が
何
で
あ

っ
た
に
せ
よ
、
ま
た
、
我
々
が

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
我
々
は
こ
の
「
ｏ
匡
①日
に
直
面
し
て
し
ま

っ
た
。
支
援
す
る
以
外
に
選
択
肢
　
湯

は
無
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
した

米
澤

「
手
①牢

「
ｏ
〓
①日
な
の
は
判
る
が
、
何
故
そ
れ
が
ｏ
電
な
い
し
く
ｏ
電

「
ｏ
匡
①日
な

の
か
。
人
道
的
見

　

・の

地
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
放

っ
て
お
け
ば
陸
続
き
故
に
難
民
が
な
だ
れ
込
ん
で
く
ｏ
日

「
ｏ
匡
①日
に
な
る
か
ら
か
」
　

一タ

Ｍ
博
士

「良
い
御
指
摘
だ
。
ま
さ
に
そ
れ
を
申
し
上
げ
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江

に
　
ま
ず
、
ド
イ
ツ
固
有

の
問
題
と
し
て
は
、
両
独
統

一
は
、
戦
後
政
治
の
究
極
の
ゴ
ー
ル
、
国
民

の
悲
　
ネ‥

願

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話

②
　
第
二
に
、
我
々
西
側
諸
国
ば
、
共
産
主
義
に
反
対
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
反
共
産
主
義
ヽ
　

第

即
ち
、
軍
事
力
に
よ
ら
ず
し
て
ソ
連
体
制
を
打
倒
す
る
こ
と
が
西
側
の
共
通
の
哲
学
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
　
“



あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
繰
り
返
し
こ
の
哲
学
を
再
認
識
し
て
き
た
。

Ｑ
　
従

っ
て
、
我
々
は
、
ど
の
国
で
あ
れ
民
主
主
義

（複
数
政
党
制
、
多
数
決
原
理
）
、
基
本
的
人
権
尊

重
に
向
け
て
の
政
治
改
革
と
市
場
原
理
尊
重

へ
の
経
済
改
革
を
指
向
す
る
国
に
対
し
て
は
、
そ
の
改
革
努
力

を
支
援
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
我
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
平
和
裡
に
保

つ
こ
と
に
最
大

の
関

心
が
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
大
陸

で
こ
う
し
た
改
革
が
社
会
的
混
乱
や
経
済
的
危
機
無
し
に
実
現
す
る
様
、
支

援
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
の
は
必
然
的
帰
結
だ
ろ
う
。

０
　
純
経
済
的
に
み
れ
ば

（
こ
れ
は
日
本
か
ら
み
て
も
同
じ
だ
ろ
う
が
）
、
旧

ソ
連

の
地
域

は
、
面
積
、

人
口
、
資
源
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
て
巨
大
な
潜
在
的
経
済
パ
ワ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
を
開
発
す
る
こ
と

の
世
界

経
済
的
意
味
は
大
き
い
。

国
　
ま
し
て
や
、
ド
イ
ッ
の
利
益
は
汎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
市
場
の
出
現
で
あ
る
。
歴
史
的

に
見

て
も
ド
イ

ツ
は

ロ
シ
ア
と
対
立
し
て
い
た
間
は
弱
く
、

ロ
シ
ア
と
協
調
し
て
こ
そ
強
く
な

っ
た
。

ロ
シ
ア
は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
と
太
平
洋
の
か
け
橋
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

（
ド
イ
ツ
の
）
ア
ジ
ア
進
出
の
か
け
橋
に
も
な
る
。

こ
れ
が
ベ
ル

リ
ン
に
生
ま
れ
育

っ
た
私

の
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
貴
兄
は
私
ほ
ど
こ
の
問
題
に
つ
い
て
エ
モ
ー
シ

ョ
ナ

ル
で
無
い
か
ら
、
よ
り
公
平
に
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
ベ
ル
リ
ン
の
人
間
で
あ
り
、

こ
れ
が
、

ベ

ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
人
の
心
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
頂
き
た
い
」

米
澤

「素
直
な
御
感
想
に
感
謝
す
る
。
ア
ジ
ア
進
出

へ
の
か
け
橋
と
い
う
く
だ
り
は
、
我
々
ア
ジ

ア
人

に

は
何
と
な
く
楽
し
く
無
い
が
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、　
一
つ
伺
い
た
い
。
『
民
主
主
義
、
人
権
尊
重

に
向
け

て
の
改
革
支
援
』
と
い
う
決
ま
り
文
句
は
、
国
際
金
融
機
関
の
会
議
な
ど
で
良
く
聞
く
が
、
ア
フ
リ
カ
や
中

南
米

の
同
じ
よ
う
な
国

へ
の
支
援
と
、
旧
ソ
連

・
東
欧
諸
国

へ
の
支
援
と
は
西
欧
諸
国
の
力
の
入
れ
方
が
何

桁
も
ち
が
う
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
要
す
る
に
ソ
連

ｏ
東
欧
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
か
ら
か
」

Ｍ
博
士

「
そ
の
通
り
だ
。
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
以
上
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
必
要
だ
。
我
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
心
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
次
に
、
し
か
ら
ば
ど
う
や

っ
て
支
援
す
る
か
だ
が
、
大
切
な

こ
と
は
、
悪

循
環
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
だ
。
市
場
経
済
化
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
た
ら
援
助
し
よ
う
、
と
か
、

こ
れ

こ
れ

の
条
件
が
整

っ
た
ら
金
を
貸
そ
う
な
ど
と
言
わ
ず
に
、
直
ち
に
支
援
す
る
こ
と
だ
。
さ
も
な
い
と
逆
戻
り
し

て
し
ま
う
」

米
澤

「
そ
う
は
言

っ
て
も
、
政
治
的
安
定
の
無
い
と
こ
ろ
に
金
を
出
し
て
も
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
だ
け

で
は
な
い
か
」

Ｍ
博
士

「
政
治
的
安
定
と
生
活
の
安
定
は
鶏
と
卵
の
関
係
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
と
悪
循
環
に
　
臨

な
る
。
と
も
か
く
金
を
出
す
こ
と
だ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

米
澤

「国
の
財
政
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
と
し
て
は
賛
成
し
難
し
い
ァ
プ
ロ
ー
チ
だ
が
、
お
気
持
ち
　
沼 ゴ72ネゴシエーターのたしなみ



は
理
解
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
伺
っ
た
感
情
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
含
め
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
感
情
　
解

か
」Ｍ
博
士

「表
面
的
に
は
そ
う
だ
。
し
か
し
、
内
心
、

フ
ラ
ン
ス
と
は
対
立
が
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
は
、

ド

イ
ツ
が
対
Ｃ
Ｉ
Ｓ
支
援
に
力
を
入
れ
、
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
を
内
心
は
快
く
思

っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い

か
。
強
い
ド
イ
ツ
、
大
き
な
ド
イ
ツ
の
出
現
、
ド
イ
ツ
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
接
近
を
警
戒
す
る
気
持
ち
は
強
い
だ
ろ
う
」

「
ロ
シ
ア
は
我
々
と
同
じ
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
」
と
い
う

エ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
パ
リ
の
Ｄ
所
長
も
全
く
同
じ

だ

っ
た
。

Ｄ
所
長

「我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
見
る
と
、
ス
ラ
ヴ
人
は
、
欧
州
の
重
要
か

つ
優
秀
な
民
族

で
あ
る
。

ま
た
、
西
欧
地
域
に
も
多
く
の
ス
ラ
ヴ
人
が
住
ん
で
い
る
。
ス
ラ
ヴ
を
民
主
主
義
、
市
場
経
済
と

い
う
我

々

の
西
欧
文
明
に
引
き
入
れ
た
い
と
い
う

エ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
根
強

い
。
こ
れ
は
あ
な
た
方
日
本
人

に
は
理
解

で

き
ま
い
。
何
故
な
ら
、
日
本

に
と

っ
て
ロ
シ
ア
は
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
存
在
だ

っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
に
対
し

我
々
西
欧
に
と

っ
て
、
ス
ラ
ヴ
、

ロ
シ
ア
は
、
時
に
は
敵
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
る
が
必
ず
し
も
常
に
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
関
係
だ
け
で
あ

っ
た
訳
で
は
無
い
。
こ
の
ロ
シ
ア
で
折
角
進
ん
で
い
る
民
主
主
義
が
逆
行
す
る
こ
と
を

我
々
は
喜
ば
な
い
。
だ
か
ら
支
援
す
る
の
だ
」

さ
ら
に
、
Ｄ
所
長
の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
も
、
Ｍ
博
士
の

「太
平
洋
進
出

へ
の
か
け
橋
」
論
と
同
じ
発
想
が

チ
ラ
つ
い
た
。

Ｄ
所
長

「共
産
革
命
前
の
定
義
と
し
て
、
ド
イ
ツ
は
中
欧
。
東
欧
と
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
東
側
国
境
以
東

で

あ

っ
た
」

米
澤

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
側
国
境
以
東
ど
こ
ま
で
か
。
ウ
ラ
ル
山
脈
ま
で
か
」

Ｄ
所
長

「
ウ
ラ
ル
と
西
シ
ベ
リ
ア
は
続
い
て
い
る
。
西
シ
ベ
リ
ア
と
東

シ
ベ
リ
ア
も
太
平
洋
ま

で
続

い
て

い
る
し
、
第

一
、

ロ
シ
ア
人
が
住
ん
で
い
る
」

意
外
だ

っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
態
度
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
人

の
反
応
に
つ
い
て
、
Ｍ
博
士
が
心
配
し
た
よ

う
に
警
戒
的

で
は
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｄ
所
長

「
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
が
自
ら
中
欧
の
中
心
だ
と
自
負
す
る
こ
と
に
、
必
ず
し
も
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

で
は
無
い
。
も
と
も
と

エ
カ
チ

ェ
リ
ー
ナ
大
帝
は
、
ド
イ
ツ
の
ザ
ク
セ
ン
侯
の
娘
で
ロ
シ
ア
に
嫁
い
で
き
て
、

夫

の
死
後
女
帝
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
領
内
に
は
、
こ
う
し
た
歴
史
か
ら
多
数
の
ド
イ
ツ
人
が
い
る
。

ド
イ
ツ
と

ロ
シ
ア
の
結
び

つ
き
は
深
い
。
そ
し
て
肝
心
な
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
う
し
た

こ
と
を
良
く

理
解
し
て
い
る
こ
と
だ
」

こ
の
お
二
人
と
の
会
話
は
、
私
の
漠
然
と
し
た
問
題
意
識
と
余
り
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
リ
で
恐
ろ
し
い
位
だ

っ

た
。

ゴ% 第 6話 ネゴシエーターのたしなみ
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①
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〓
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８
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（我
流
で
三

一
文
字

に
訳
せ
ば

「
西
は
西
、
東
は

東
、
東
西
は
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
、
す
れ
違
い
」
）
と
あ
る
。

そ
の
昔
ジ

ャ
パ
ン

・
タ
イ
ム
ズ

に
こ
れ
を

も
じ

っ
た
Ｚ
①く
①『
手
①
日
ヨ
”
〓
と
題
す
る
連
載
が
あ

っ
た
。
西
欧
と

ロ
シ
ア
は
、
七
〇
年
間
不
倶
戴
天

の
共

産
主
義
と
民
主
主
義
と
し
て
対
立
し
て
い
て
も
、
や
は
リ
ヨ
①∽一同
士
な
の
で
あ
り
、
我
々
は
、
●
ｏく
①『
多
①

一日
”
〓

∽訂
〓
日
①①け
の
間
柄
の
国
”
∽けな
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
感
情
を
冷
静
に
承
知
し

て
お
い
た
方
が
、
後

々

の
シ
ョ
ッ
ク
が
少
な
く
て
済
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

孫
子
の
兵
法
に
待

つ
ま
で
も
な
く
、
「敵
を
知
り
、
己
を
知
る
」
こ
と
が
必
勝

の
鍵

で
あ
る
。

こ
の
場
合

の

「敵
」
と
は
、

ロ
シ
ア
で
も
無
け
れ
ば
、
西
欧
で
も
無
い
。
人
類
史
上
先
例
の
無
い
こ
の
戦

い
の

「
敵
」

と
は
、
人
類
共
通
の
敵

で
あ
る

「貧
困
と
混
乱
」
で
あ
ろ
う
。
共
産
主
義
体
制
が
崩
壊
し
た
後

に
、
新
た
に

市
場
経
済
を
、
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え

つ
つ
導
入

・
定
着
さ
せ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
簡
単

な
戦
い
で
は
無
い
。
「敵
を
知
る
」
と
は
、
こ
の
場
合
、
時
々
の
政
治
的
事
情
や
、
目
先
の
利
害
を
離
れ

て
、

こ
の
問
題
の
本
質
を
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
洞
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

幸
い
、
今
や
人
類
は
、
こ
の
困
難
な
戦
い
に
東
も
西
も
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

「
己
を
知
る
」
と
は
、
こ
の
戦
い
に
連
合
し
て
挑
ん
で
い
る
、　
ロ
シ
ア
、
西
欧
、

ァ
メ
リ
カ
、

そ
し

て

日
”
∽一
が
、
お
互
い
の
真
の
感
情
を
理
解
し
合
い
、
日
①①け
し
難

い
と

こ
ろ
を
乗
り
越
え
て
い
く

こ
と

で
あ
ろ

う
。
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
の

一
人
と
し
て
こ
う
悟

っ
た
次
第

で
あ
る
。
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